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般阿古

津部野

調
査
の
目
的
と
手
続

一
六
四

孝重清

行夫人

産
業
形
態
を
異
に
す
る
諸
集
団
の
宗
教
的
信
念
及
び
態
度
に
現
わ
れ
る
相
違
を
解
明
し
よ
ろ
と
す
る
企
図
の
一
環
と
し
て
、
近
代
産
業

の
ろ
ち
比
較
的
に
原
始
的
た
産
業
形
態
を
取
る
と
考
え
ら
れ
る
表
坑
従
業
員
を
調
査
の
対
象
と
し
ず
」
取
り
上
げ
、
面
接
に
よ
る
質
的
た
研

究
と
質
問
紙
法
に
よ
る
数
量
的
た
研
究
主
併
用
し
党
。

ζ

与
に
述
べ
る
も
む
は
そ
の
後
者
む
方
法
に
主
る
研
究
の
手
続
と
結
果
と
を
概
括

し
た
も
の
で
あ
る
。

質
問
紙
と
そ
の
構
成

l
附
録
参
照

l

A 

被
調
査
者
の
経
歴

性
別
、
年
令
、
本
籍
地
、
茨
坑
に
就
職
し
℃
か
ら
の
年
数
、
学
屋
、
職
種
・
な
ど
の
宗
教
的
態
度
に
関
連
を
有

す
る
と
考
え
ら
れ
る
事
項
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
。
特
に
職
種
に
つ
い
て
は
、
職
員
、
鉱
員
、
坑
内
、
坑
外
の
別
が
明
確
に
把
撮
で
き

る
よ
う
に
考
慮
し
た
。
そ
の
作
業
環
境
が
坑
内
に
あ
る
者
は
坑
外
む
者
よ
り
危
険
が
多
く
、
ま
党
牧
入
も
多
い
。



宗
教
的
態
度
に
つ
い
て
む
質
問
項
目
は
、
と
の
調
査
の
性
格
を
予
め
規
定
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
で
き
る
だ
け
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
た
茨
坑
従
業
員
の
宗
教
に
対
す
る
反
応
左
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
主
眼
と
し
た
。
態
度
を
客
観
的
に
把
握
す
る
党
め
に
、
車
念

B 

質
問
事
項

る
主
観
的
な
判
断
だ
け
で
は
往
く
、
宗
教
的
た
態
度
を
反
映
し
て
い
る
被
調
査
者
の
行
動
に
つ
い
℃
の
報
告
も
得
ら
れ
る
よ
ろ
に
仕
組
ま

れ
て
い
る
。

ま
た
各
質
問
項
目
は
、
被
調
査
者
の
教
育
水
準
を
予
め
考
臆
し
て
、
特
に
文
章
を
卒
易
に
し
、
ハ
イ
、
ィ
、
ェ
の
何
れ
か
に
チ
ェ
ッ
ク

を
す
る
簡
単
た
形
式
の
も
の
を
使
用
し
た
。
そ
の
意
図
し
℃
い
る
調
査
事
項
は
、

一
l
六
項
、
被
調
査
者
及
び
父
母
の
宗
旨
と
そ
の
信
仰
の
桂
皮
に
つ
い
て
。
何
れ
か
む
宗
派
に
所
属
す
る
か
否
か
を
も
っ
て
そ
の
宗
敬

的
関
心
あ
る
い
は
態
度
む
度
合
を
規
定
す
る
こ
と
は
で
き
た
い
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
℃
そ
む
信
仰
の
程
度
左
熱
心
か
苫
ろ
か
と
い
ろ

程
度
で
評
定
さ
せ
る
よ
ろ
に
し
た
。
こ
れ
ら
の
項
目
か
ら
、
両
親
と
被
調
査
者
の
聞
に
た
け
る
宗
教
的
関
心
の
推
移
、
性
別
に
よ
る
関
心

の
差
異
を
明
ら
か
に
す
る
。

七
i
八
項
、
被
調
査
者
の
入
信
（
同
心
）
の
時
期
及
び
動
機
。
乙
与
で
は
具
体
的
に
、

項
を
設
け
℃
チ
ェ
ッ
ク
を
求
め
た
。

九
l
十
一
項
、
紳
伸
及
び
霊
魂
む
存
否
、
輪
廻
、
不
誠
に
関
す
る
問
題
。
と
れ
ら
の
諸
項
で
は
一
般
的
た
宗
教
的
信
念
の
問
題
を
と
り

上
げ
、
そ
れ
に
よ
っ
℃
、
第
豆
、
六
項
に
沿
い
℃
答
え
ら
れ
究
被
調
査
者
自
身
む
た
し
党
主
観
的
た
自
己
の
信
仰
の
程
度
に
つ
い
て
む
制

「
病
第
、
悩
み
、
父
母
の
感
佑
、
そ
の
他
」
の

断
を
客
観
的
危
角
度
か
ら
裏
付
け
よ
ろ
と
し
た
・
。

十
二

l
十
五
項
、
紳
悌
祭
杷
の
場
所
の
有
無
、
及
び
そ
の
祭
紳
む
呼
名
に
つ
い
て
。
乙
－
A

で
は
特
に
、
紳
棚
、
悌
塙
一
の
外
に
民
間
信
仰
・

的
危
祭
制
仙
の
有
無
、
種
類
を
解
明
し
よ
う
と
し
た
。

炭
坑
従
業
員
の
宗
数
的
態
度

一
六
五



l ち、

炭
坑
従
業
員
の
宗
教
的
態
度

十
六

i
十
八
項
、
祈
ト
ウ
師
、
呪
術
に
闘
し
℃
。
医
学
の
発
達
と
、
医
学
的
知
識
の
普
及
に
伴
ろ
呪
術
的
治
療
の
消
長
の
実
体
を
明
ら

一回』

ノ、
-1...o, 
ノ、

か
に
し
、
そ
れ
ら
に
対
す
る
被
調
査
者
の
債
依
判
断
を
求
め
よ
う
と
し
た
。

。十九

l
二
十
項
、
嫌
悪
す
る
宗
教
の
有
無
及
び
そ
の
宗
敬
。
積
極
的
た
宗
教
的
関
心
を
解
明
せ
ん
と
し
た
十
八
項
迄
の
諸
項
目
の
他
に

被
調
査
者
の
、
不
ガ
テ
イ
ヴ
念
資
料
も
逆
に
そ
り
宗
教
的
た
関
心
を
知
る
の
に
必
要
で
あ
る
・
と
す
る
観
点
か
ら
こ
白
項
目
を
設
定
し
売
。

調
査
標
本
の
抽
出

と
の
調
査
の
対
象
と
し
た
地
域
は
筑
豊
茨
岡
地
帯
で
あ

る
が
、
筑
豊
安
田
の
諸
茨
坑
は
慣
行
上
か
ら
も
行
政
的
に

も
、
対
ず
、
中
小
の
茨
坑
に
区
分
さ
れ
る
。
前
者
は
概
し

て
従
業
員
千
名
以
上
を
有
す
る
大
企
業
で
あ
り
、
後
者
は

前
者
に
較
べ
℃
、
そ
の
企
業
の
規
模
、
従
業
員
数
、
出
茨

量
そ
の
他
に
沿
い
℃
そ
れ
以
下
の
も
の
を
指
す
。

本
調
査
の
標
本
は
従
業
員
数
（
大
体
に
沿
い
て
出
茨
萱

と
比
例
す
る
）
と
直
方
、
飯
塚
、
岡
川
の
三
地
区
を
歴
化

の
目
安
と
し
て
、
大
E
鉱
業
中
鶴
茨
坑
（
大
手
）
昭
嘉
茨

坑
、
木
曾
本
洞
茨
坑
、
本
添
田
茨
坑
、
仁
保
長
坊
の
五
茨

坑
を
抽
出
し
た
。
・
な
h
M

こ
れ
ら
の
諸
茨
坑
は
日
本
石
茨
鉱

業
会
会
長
武
内
礼
戴
氏
、
北
九
州
石
茨
懇
話
会
嘱
託
島
田

11図調査裳沈守童図

、



ト-I 

数

区 分 l炭坑名！従業員数｜標本数｜比準｜繁華費量｜比李

大 手 鶴 3610 517 68.6 93,251 70，干

向f 嘉 770 

中・ 1J、本洞（木曾） 460 54 28 9 
本添悶 115 50 

仁 保 77 21 

計 753 100 131,796 99.6 

本標第 I表

炭
坑
従
業
員
の
宗
教
的
態
度 ． ． 

実
士
同
氏
そ
の
他
の
長
界
の
有
識
者
の
意
見
を
も
参
照
し
℃
抽
出
さ
れ
た
も
む
で
あ
る
。
ま
－

rこ
れ
ら

む
諸
炭
坑
の
外
に
、
予
備
調
査
と
し
℃
幅
間
決
回
む
早
良
炭
坑
を
、
更
に
本
調
査
に
併
行
し
て
、
三

井
山
崎
鉱
業
所
、
豊
園
茨
坑
（
大
手
〉
、
武
内
中
山
茨
坑
、
位
ま
茨
坑
〈
中
小
）
に
つ
い
℃
も
、
商
接

調
査
を
行
つ
党
が
、
こ
れ
ら
む
資
料
は
こ
の
報
告
に
は
含
ま
れ
℃
い
・
な
い
。
第

I
図
に
は
と
れ
ら
む

諸
茨
坑
白
地
域
的
た
分
布
が
一
不
さ
れ
ず
『
い
る
。
丸
印
は
よ
謹
む
集
計
さ
れ
た
諾
茨
坑
を
、
ム
印
は
こ

れ
と
併
行
し
℃
調
査
さ
れ
た
諸
茨
坑
を
表
わ
し
て
い
る
。

第

I
表
に
は
、
集
計
さ
れ
た
・
大
中
小
の
諸
表
坑
に
割
当
ら
れ
た
標
本
数
が
示
さ
れ
℃
い
る
。
と
の

表
に
よ
っ
宅
、
中
鶴
、
昭
嘉
、
本
洞
の
各
茨
坑
で
は
大
凡
従
業
員
む
一
五
%
が
、
本
添
田
、
仁
保
で

は
三
十
%
が
抽
出
さ
・
れ
℃
い
る
ζ

と
が
わ
か
る
。
ま
党
筑
豊
茨
回
の
従
業
員
総
数
の
中
で
、
大
手
に

所
属
す
る
も
の
と
中
小
に
属
す
る
も
む
』
比
率
は
七
対
三
で
、
乙
れ
は
各
唐
か
ら
抽
出
さ
れ
た
標
本

数
に
ほ
W
A

－
－
致
し
℃
い
る
。

乙
の
よ
ろ
に
各
茨
坑
に
割
当
ら
れ
た
標
本
数
は
更
に
、

坑
内
夫
（
直
接
夫
、
間
接
夫
〉

,' 

坑
外
夫
（
男
、
女
〉

職

員
〈
技
術
、
事
務
）

の
各
職
種
別
に
、
地
域
総
数
か
ら
割
出
さ
れ
た
・
人
数
が
指
定
配
分
さ
れ
た
・
。
各
茨
坑
に
沿
い
て
は
、

乙
の
職
種
別
に
割
当
ら
れ
た
人
数
に
従
っ
て
で
き
る
だ
け
偏
ら
危
い
よ
ろ
に
被
調
査
者
が
抽
出
さ
れ

一
六
七



炭
坑
従
業
員
の
宗
教
的
態
度

一
六
八

た
。
調
査
を
実
施
す
る
に
際
し
℃
は
、
事
前
に
各
茨
坑
の
文
化
部
員
、
勤
労
課
職
員
等
の
調
査
の
世
話
を
願
っ
た
・
人
達
に
説
明
を
行
い
、

実
施
に
わ
れ
わ
れ
が
立
合
っ
た
。

第

I
表
に
一
不
さ
れ
た
・
標
本
数
は
、
割
当
数
で
は
た
く
実
は
と
の
よ
ろ
に
し
て
得
ら
れ
た
標
本
数
を
一
示
す
も
の
で
あ
る
。
と
れ
は
当
初
の

割
当
数
よ
り
約
二
割
不
足
し
℃
い
る
が
、
特
に
何
れ
か
の
唐
に
偏
っ
て
い
る
と
は
認
め
ら
れ
た
い
の
で
そ
む
ま
－
A

整
理
し
た
。

結

果

の

整

理

既
に
遮
ペ
た
よ
う
に
、
質
問
紙
は
最
初
に
被
調
査
者
の
経
歴
を
明
ら
か
に
し
、
弐
い
で
大
別
し
℃
六
部
門
に
亙
っ
て
被
調
査
者
む
宗
教

的
態
度
を
明
ら
か
に
す
る
よ
う
に
仕
組
ま
れ
て
い
る
。
い
ま
と
の
よ
ろ
た
質
問
紙
の
構
成
に
絶
っ
て
結
果
を
考
察
す
る
。

被
調
査
者
の
経
歴

乙
の
調
査
で
は
標
本
総
数
が
少
い
の
で
、
地
域
差
、
大
手
、
中
小
茨
坑
閣
の
差
及
び
各
茨
坑
間
む
差
異
を
考
察
す
る
乙
と
は
で
き
た

ぃ
。
従
つ
乞
以
下
に
沿
い
て
は
、
職
員
、
坑
内
鉱
員
、
坑
外
鉱
員
の
三
者
に
つ
い
て
そ
の
差
異
を
論
じ
る
と
と
に
す
る
。

被
調
査
者
の
年
令

第

H
表
に
よ
る
と
、
被
調
査
者
の
年
令
は
十
代
か
ら
五
十
代
に
豆
り
、
特
に
二
十

t
四
十
代
に
属
す
る
者
が
全
体
の
八
六
%
を
占
め
て

い
る
。
す
べ
て
の
被
調
査
者
の
一
千
均
年
令
は
三
回
才
で
あ
る
ロ
比
較
の
資
料
は
得
ら
れ
な
い
が
、
そ
の
年
令
が
ほ
ぽ
蓋
然
分
布
を
し
て
い

こ
の
標
本
が
年
令
的
に
も
大
き
た
偏
り
を
も
た
ぬ
こ
と
を
一
示
し
て
い
る
。
会
党
坑
内
夫
の
年
令
平
均
は
三
三
才
で
あ
り
、
坑

外
夫
の
そ
れ
は
三
六
才
で
あ
る
こ
と
は
、
坑
外
夫
に
は
年
令
の
多
い
者
が
就
業
し
℃
い
る
茨
坑
の
実
情
を
よ
て
反
映
し
て
い
る
。

る
乙
と
は
、

2

被
調
査
者
の
在
勤
年
数
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戸司11叫 21～80I s刈……
職員｛実9数' 

4. 19 22 16 1 
62 33.5 

6.4 80.5 85.5 26.2 8.8 

坑内｛実数
剖 159 132 113 27 

465 33.6 
鉱員~ 7.8 84.2 28.2 24 5.8 

坑外｛実数 16 56 64 68 22 
224 部

鉱員% 7.1 25 28.6 80.4 9.8 

｛実9数' 
54 抱4 218 197 50 

753 34.3 
計

7.2 31.1 29 26.2 6.7 

七空｜
被調査若年令（職種別）第 E表

炭
坑
従
業
員
の
宗
教
的
態
度

被調査者在勤年数（職種別）

ぷ司司小｜ト.....5 ｜卜トト叫～吋4ベ10ベ吋咋oj作iトド1口1叫ω…126-8い｜不明｜ 計

職員f実9数' 
24 11 10 6 6 5 62 
88.7 17.7 16.4 9.7 9.7 8.6 

坑内｛実劉 .2J8 . 94 41 35 25 31 11 4 
465 

鉱員 % 47 20 10.1 7.5 5.4 6.6 2.4 0.9 

102 42 18 16 17 14 7 10 
226 

45.l 18.6 8 7 7.5 6 1 0.4 

344 147 75 57 48 50 18 14 
753 

計 % 44.l 19.5 9.6 7.6 6.4 6,6 2.4 J.8 

第 E表

第
血
表
に
よ
れ
ば
、
被
調
査
者
む
在
勤
年

数
は
三
十
年
以
内
む
広
い
範
囲
に
亙
っ
て
分

荷
し
℃
い
る
が
、
特
に
五
年
以
下
の
も
む
が

そ
の
四
五
・
七
%
を
占
め
、
十
年
以
上
に
危

る
と
著
し
く
減
少
し
乞
い
る
と
と
は
、
最
坑

従
業
員
の
移
動
性
を
示
す
も
む
に
他
た
ら
た

ぃ
。
危
弘
が
こ
の
分
布
は
謹
J
型
の
分
布
た
の

で
そ
の
平
均
年
数
を
算
出
す
る
こ
と
の
意
味

は
な
い
。

3 

被
調
査
者
の
寧
歴

第

W
表
に
よ
れ
ば
、
被
調
査
者
む
学
歴
は

小
学
校
、
高
等
小
学
校
、
青
年
学
校
卒
業
が

そ
の
大
部
分
む
七
七
・
四
%
を
占
め
乞
い

る
。
と
れ
に
そ
む
他
（
そ
む
大
部
分
が
小
学

校
中
退
、
ま
た
は
学
塵
注
し
）
を
加
え
る
と

約
八
庁
%
と
た
る
。
大
学
、
高
専
の
出
身
者

は
全
体
む
し
約
コ
て
一
二
%
で
あ
る
ロ

／ 

一
六
九



川

司晶

炭
坑
従
業
員
の
宗

E

一
敬
的
態
度

被調査者学歴（職種別）

語司，,J学校｜和学｜青年学校｜中等学校｜高事｜大学｜吋｜ 計

職員，’｛実9数6 
4 13 5, 23 12 4 1 

62 
6.5 29.4 8.7 28.2 19.8 6.5 1.6 

114 201 飴 62 6 2 14 
465 鉱員 % 24.5 48.4 14.2 i3;5 1.8 0.4 8 

坑鉱外員 ｛実9数6 
71 83 25 32 8 。 7 

226 
8I.4 86.7 11.0 14.8 8.5 8.1 
189 297 96 117 26 6 22 

753 
I % 89.5 12.7 15.5 8.5 。0.8 2.9 

．第 N表

一
七

O

以
上
に
概
観
し
た
年
令
居
、
在
勤
年
数
、
学
歴
を
脊
ず
る
者
に
つ
い
一
て
、
そ
り
宗
教
的

た
態
度
．
を
問
題
に
す
る
訳
で
－
あ
る
が
、
比
較
検
討
す
べ
き
資
料
が
存
在
し
危
い
む
で
と
む

標
本
が
母
集
団
を
ど
の
よ
う
に
よ
く
代
表
し
て
い
る
も
の
か
に
つ
い
て
数
量
的
た
信
頼
度

を
求
め
る
と
と
は
可
き
た
い
が
、
，
上
越
の
手
続
と
、
そ
れ
に
よ
っ
℃
得
ら
れ
た
標
本
を
検

討
し
た
結
果
か
ら
は
、
特
に
著
し
い
偏
り
は
存
在
し
て
い
た
い
と
考
え
ら
れ
る
。

宗
教
的
取
度

第
V
表
に
よ
れ
ば
、
両
親
に
比
較
し
て
被
調
査
者
の
信
仰
程
度
は
著
し
く
低
い
子
と
が

判
る
。
い
ろ
ま
で
も
た
く
ζ

れ
は
被
調
査
煮
の
主
観
的
判
定
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
客

観
的
た
も
む
で
は
な
い
が
、
両
親
と
被
調
査
者
む
宗
教
に
対
す
る
熱
心
さ
む
度
合
に
は
著

し
い
聞
き
が
存
在
す
る
乙
と
が
明
瞭
に
看

取
さ
れ
る
。
被
調
査
者
の
年
令
は
十
代
か

ら
五
十
代
に
亙
つ
℃
広
〈
分
布
し
て
い
る

む
で
、
両
親
と
い
っ
て
も
現
在
友
治
存
命

む
人
も
、
ま
た
既
に
死
去
し
て
い
る
人
も

tu
る
訳
で
あ
る
が
、
両
親
と
子
供
の
聞
に

二
十

t
四
十
年
の
間
隔
が
あ
る
と
す
る
と

こ
の
期
聞
に
宗
教
に
対
す
る
関
心
が
著
し

一三国竺！無答｜ 計
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く
減
退
ん
・
て
い
る
と
一
宮
ー
は
ね
ぽ
念
ら
た

h
o

ま
た
父
親
と
母
親
と
で
は
、
母
親
．
の
方
が
よ
り
熱
心
な
信
者
で
あ
っ
た
。

更
に
職
員
に
比
較
し
℃
鉱
員
の
方
が
、
両
親
、
被
調
査
者
共
に
熱
心
友
宗
教
的
た
態
度

を
表
明
し
℃
い
る
。
坑
内
夫
は
坑
外
夫
に
比
し
J

」
よ
り
熱
心
た
信
仰
度
を
も
っ
℃
い
る
こ

と
が
判
明
す
る
。
両
者
の
千
均
年
令
で
は
坑
外
夫
の
方
が
よ
り
高
い
こ
と
を
考
え
合
せ
る

と
、
こ
れ
は
坑
内
外
と
い
ろ
作
業
環
境
の
差
異
に
基
く
も
の
で
は
念
い
か
と
考
え
ら
れ

ψ
ヂ噌
A

・

可〔

ω

。2ド

こ
の
よ
う
な
現
妹
に
つ
い
て
は
、

い
ろ
い
ろ
の
要
閣
が
作
用
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、

面
接
や
座
談
会
に
お
い
て
は
、

一
、
欧
敢
に
主
る
思
想
的
変
化
、
一
一
、
炭
坑
の
保
安
、
厚
生
施

設
が
充
実
じ
て
衆
友
の
で
、
生
活
の
危
機
的
場
前
に
お
い
て
よ
り
も
合
政
的
な
態
反
を
取
る
よ

う
に
変
化
し
て
旅
先
、
こ
と
な
ど
の
品
開
点
が
強
調
し
て
越
べ
ら
れ
た
。

坑
内
、
坑
外
夫
の
荷
親
の
信
仰
皮
に
差
開
決
が
認
め
ら
れ
な
い
が
、
坑
内
夫
の
父
親
が
必
ず

し
も
坑
内
失
で
あ
っ
た
と
は
限
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
荷
殺
の
信
仰
皮
の
誕
百
共
を
論
じ
る
こ
と

＊ 
＊ は

職
員
及
び
鉱
員
の
両
親
の
場
合
ほ
ど
怠
旅
は
な
い
で
あ
ら
う
。

第
四
円
表
に
は
、
被
調
査
者
の
所
属
す
る
宗
祇
が
示
さ
れ
て
い
る
。
民
宗
が
著
し
く
多
く

（
六
十
V
N
）
、
持
土
宗
（
七
%
）
、
民
言
（
六
%
）
、
欄
宗
（
五
%
）
、
日
蓮
宗
（
四
%
）
が
こ
れ

に
共
ぐ
が
、
民
宗
以
外
が
占
め
る
比
準
は
極
め
て
小
さ
い
。
キ
リ
ス
ト
教
は
鞍
後
に
ど
の

1‘ 

炭
坑
従
業
員
の
宗
敬
的
態
度

両親及自己の信仰（職種別）

2項父親の信仰

心｜不熱心｜無答（
4項母親の信仰

心恒竺i無答｜

第 V表
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16 

43 
9.3 

24 

10.6 

77 

10 

26 
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26.6 

48 

21.l 

198 

26.3 

26 

42 

298 

64 

64 

154 
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決
裁
従
業
員
の
宗
敬
的
態
度

被調査者D所属する宗祇（炭坑別）第百表

II 517 

111 

71 54 

；：｜「

50 

21 

11 

681 29: 

8 

42: 

2 

51 

8191 87 

8 

8 

59 

80 

。u
q
u
a

－
q
u

a
－

6
肌

係

数
f
b

賞

ヲ

仁

計

鶴

姦
洞

本添問

中

昭

本

一七コ

茨
坑
に
も
僅
か
た
が
ら
根
を
下
し
つ
』
あ
る
ζ

と
が
看
取
さ
れ
た
。
し
か
し
民
宗
と
い
っ
党
既

成
の
大
宗
教
は
現
在
む
と
ζ

ろ
活
発
な
宗
教
的
活
動
を
替
ん
で
は
い
た
い
酬
と
与
に
現
わ
れ
た

自
己
の
所
属
す
る
宗
祇
と
い
う
の
は
、
葬
式
を
依
頼
す
る
宗
祇
と
い
っ
党
程
度
の
も
む
と
考
え

た
け
れ
ば
た
ら
た
い
。

＊ 

特
に
嫌
い
な
宗
教
と
い
う
項
目
（
第
五
表
）
で
、
長
宗
な
ど
は
対
象
と
し
て
採
上
げ
ら
れ
て
い
な
い

こ
と
か
ら
も
こ
の
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
る
。

一
般
的
信
仰

神
働
の
存
否

第
W
表
に
よ
れ
ば
、
紳
悌
は
存
在
す
る
と
の
信
何
を
有
す
る
も
の
が
圧
倒
的
に
多
い
が
、
無

紳
論
者
が
一
九
%
を
占
め
て
い
る
と
と
が
注
目
さ
れ
る
。

5.7 6.8 

計

11項魂の再生

ず｜附ず｜不明l

一真宗｜雲土l時

信

15攻 その他

あ り｜なしl不明l計

18 38 6 62 
29 61.8 9.7 100 
185・ 270 10 465 

89.8 58 2.2 100 
蝿 121 7 担6

48.8 58.5 s.1 99.9 
301 429 . 23 753 
40.l 56.8 8 99.9 
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．
ま
免
職
員
に
た
い
て
鉱
員
む
そ
れ
よ
り
も

紳
悌
の
存
否
に
封
ず
る
意
見
が
明
瞭
た
と

と
が
看
取
さ
れ
る
が
、
職
員
む
方
巴
紳
悌

む
存
在
を
否
定
す
る
者
が
多
い
。
a

2

魂
の
不
誠
、
更
生
の
信
仰

第
四
四
表
に
沿
い
℃
、
死
後
の
世
界
K
対

す
る
信
何
（
魂
の
不
減
、
再
生
〉
に
つ
い

℃
の
解
答
に
治
い
て
は
、
紳
悌
の
存
否
に

対
す
る
よ
り
も
よ
り
多
く
り
不
明
判
断
が

与
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
党
魂
む
不
説
止
り

も
再
生
む
方
に
不
明
判
断
が
一
唐
多
い
。

ま
ず
党
魂
の
不
誠
の
問
題
で
は
‘
と
れ
を

表四

%
の
倍
で
る
る
が
、
再
生
む
問
題
で
は
謹
第

に
信
ぜ
ざ
る
者
が
四
一
%
で
、
信
じ
る
者
・

信
じ
る
者
が
五
十
M
m
で
信
ぜ
ざ
る
者
二
五

二
二
%
む
約
俸
と
た
つ
℃
い
る
。
換
言
す

れ
ば
、
死
後
む
世
界
に
沿
い
て
、
魂
む
不

炭
坑
従
業
員
の
宗
敬
的
態
度

紳伸。容否魂D不誠再生に関する信仰（職種別）

bぐ
9項 制1傍の存否 10項魂の不滅

存在す｜存在し｜不明｜ 計 信ずl信ぜず｜不明｜計る ない

25 ヨ 臼 26 33 3 回

% 54.8 40.5 4.8 100.1 42 58.5 4.8 100.8 

坑内｛織部 回 回 465 227 116 122 465 

鉱員 % i 68・5 17.4 18.9 99.8 . 48.8 24.9 26.2 99.9 

坑鉱外員 ｛実%数 ！ 155 35 36 226 132 43 51 226 

68.5 15.5 15.9 99.9 58 19 22.5 99:5 

計 ｛実9数6 
484 142 127 753 385 1虫 176 753 

64.8 18.8 16.8 99.9 51.2 25.5 28.8 100、

そむ他D祭把む場所む有無（職種別）

誌と
12項 紳 棚 14項 働 宅産

あ り 計 官b 不明｜計

職員 f実P数6 
51 10 1 62 52 9 1 62 

82.8 16.1 1.6 100 84 14.5 1.6 100.1 

坑鉱 員内 ｛実9数6 
406 54 5 465 370 93 2 465 

87.8 11.4 ' 1.1 99.8 79.5 20 0.4 99.9 

坑鉱 外員 ｛実9数6 
211 15 。226 189 36 1 226 

98.5 6.7 。100.2 88.5 15.7 0.4 99.6 

計 ｛実9数6 
筒8 79 6 7~3 611 138 4 753 

8.9 0.8 IOi.1 81.2 18.8 0.5 100 

紳棚，悌壇，第四表

七



炭
坑
従
業
員
の
宗
教
的
態
度

械
の
問
題
は
そ
の
再
生
の
問
題
に
関
す
る
よ
り
も
明
確
た
観
念
が
持
た
れ
、

E
つ
魂
の
不

誠
は
信
じ
る
が
そ
の
再
生
は
信
じ
な
い
と
い
ろ
芳
一
が
非
常
に
多
い
訳
で
る
る
。

ま－
R
魂
の
不
誠
と
い
ろ
と
と
は
、
職
員
に
は
信
じ
ら
れ
て
い
危
b
争
鉱
員
に
は
こ
れ
を

信
じ
る
者
が
多
い
。
こ
の
こ
と
は
ま
た
魂
む
再
生
む
問
題
に
夕
、
い
て
も
い
・
ム
得
る
事
で
あ

る
ロ神

棚
、
僻
壇
、
そ
の
他
の
祭
杷
の
場
所
の
有
無

第
珊
表
か
ら
、
紳
棚
は
約
九
十
%
、
悌
壌
は
約
八
十
%
の
大
部
分
の
家
庭
・
に
存
在

1w、

／ 

そ
む
他
に
紳
併
を
集
記
し
℃
い
る
場
所
を
持
つ
も
の
が
約
四
十
%
存
在
す
る
と
と
が
判
明

す
る
。
そ
の
他
の
場
所
に
杷
ら
れ
て
い
る
紳
悌
と
し
て
掲
げ
ら
れ
亡
い
る
も
の
は
、
皇
紳

様
、
大
師
一
様
、
観
音
様
、
荒
神
様
、
稲
荷
様
、
不
動
明
王
、
金
光
様
喝
な
ど
で
あ
る
。

ま
究
紳
棚
は
職
員
よ
り
鉱
員
む
家
庭
に
よ
り
多
く
存
在
レ
、
悌
壇
で
は
僅
か
で
は
あ
る

が
職
員
の
家
庭
に
多
い
。
そ
む
他
の
祭
把
の
場
所
は
鉱
員
む
家
庭
に
圧
倒
的
に
多
い
。
紳

棚
、
僻
壇
の
場
合
に
は
多
分
に
型
式
的
念
家
の
附
属
品
と
い
っ
た
傾
が
見
ら
れ
る
が
、
そ

の
他
の
祭
杷
の
場
所
を
も
っ
た
め
に
は
一
一
唐
信
者
の
側
の
積
極
性
が
要
求
さ
れ
る
と
す
る

た
ら
問
、
鉱
員
の
方
が
よ
り
強
い
宗
教
的
態
度
を
一
不
す
も
の
と
云
い
得
る
で
あ
ら
う
。

＊
柳
欄
や
傍
穫
が
普
及
し
て
い
る
か
ら
と
い
づ
て
必
ず
し
も
信
仰
心
が
厚
い
と
は
一
京
え
な
い
。
た

と
え
ば
「
紳
様
、
例
様
は
あ
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
が
、
や
は
り
粉
柚
仰
の
よ
り
ど
と
ろ
と
し
て
紳
棚

一
七
四

呪術的医療（職種別）

よぐ
16項新トウ附に依親したこと 18項前トウ師の要不要

あり！なし｜不明｜計 必要｜不必要｜不明｜ 計

職員｛ 14 37 11 回 15 36 11 62 

22.5 59.6 17.7 99.8 24.2 58 17.7 99.9 

坑内 104 357 4 465 121 246 98 465 

76.8 0.9 99.1 26 52.9 21 99.9 

坑鉱 併民 { I m盟.s 
166 4 226 65 153 8 226 

73.3 0.2 98.3 28.8 68 3.5 100.3 

計 i 174 560 19 753 201 435 117 753 

23.l 74.3 2.5 99.9 26.8 57.8 15.号 100.1 

第 E表
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と
俳
壇
は
備
え
て
い
ぎ
す
」
（
一
二
五
歳
、
坑
外
夫
、
機

電
、
在
勤
年
数
十
年
）
と
い
う
主
う
な
備
考
欄
の
陳

惑
が
相
嘗
数
見
受
け
ら
れ
た
。

呪
術
的
治
擦
の
問
題

ι も
一，

第

E
表
に
よ
れ
ば
、
自
己
・
あ
る
い
は
そ
む
家
族

の
疾
病
、
事
故
等
に
際
し
℃
一
前
ト
ウ
師
に
治
愈
一
肺

ト
ウ
を
依
頼
し
党
乙
と
あ
り
と
す
る
者
は
二
四
%

－
で
、
そ
れ
ら
の
存
在
使
値
を
認
め
る
者
は
更
に
櫓

キ

加
し
℃
二
七
%
と
な
っ
て
い
る
。

た
h
M
新
ト
ウ
師
の
問
題
に
関
す
る
限
り
職
員
、

鉱
員
む
聞
に
差
異
を
認
め
る
と
と
は
で
き
た
い
v
。

祈
ト
ウ
師
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
に
－
は
、

日
蓮
宗
、
金
光
敬
、
人
の
道
、
観
音
様
、

荒
紳
様

喝な・
E
が
あ
る
が
、

比
較
的
多
い
。

日
蓮
宗
主
掲
げ
て
い
る
も
の
が

キ
比
較
の
資
料
が
得
ら
れ
な
い
が
、
こ
の
こ
と
か
ら

寵
ち
に
炭
坑
従
業
員
を
蒙
昧
だ
と
い
う
こ
と
は
で
き

決
坑
従
業
員
の
宗
教
的
態
度

嫌悪する宗教の有無及びその名構（炭坑別）

よきさき｜制いし｜叶天轍｜譲l日蓮 宗門判例l不時
中 鶴 126 872 19 85 -28 8 4 1 l 4 

昭 嘉 28 Bl 7 11 8 8 2 4 

本 i岡 5 87 12 2 1 2 

本添田 1 47 2 

仁 保 4 16 1 1 l 2 

計｛実．μ数
159 553 41 99 28 12 6 1・ 1 12 

21 74 5,8 62.8 17;6 7,6 a.a ・7.6 

第 Xa表

，， 

第 Xb表嫌悪する宗教D有無 C職種別）

広冬旬｜ 宮b り 守主 し 不 明 計

職 員｛実%数
’ 14. 44 4 62 

22,6 71 6'4 100 

坑内鉱員 4~実%数 99 344 22 465 

21.a ・74 4.7 100 

坑外鉱員 i実%数
46 165 .15 226 

20.a 78 6.7 100 

計 ｛実%数
159 553 41 7?3 

21 78,5 ‘5.5 100.1 

、！

一
七
五
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七
六

な
い
。
た
と
え
ば
「
医
師
に
で
も
全
快
せ
ぬ
病
気
が
、
前
ト
ウ
怖
に
よ
り
全
快
し
た
実
例
も
あ
り
ま
す
の
で
、
新
ト
ウ
師
に
親
ん
だ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

決
坑
従
業
員
の
宗
教
的
態
度

／ 

英
い
と
も
惑
い
と
も
云
え
ま
せ
ん
」
（
四
二
歳
、
坑
内
夫
、
充
填
、
青
年
同
学
校
卒
、
在
勤
年
数
五
年
）
と
か
、
「
新
ト
ウ
師
も
一
円
J
D
気
休
め
に
な
り
ま

す
が
深
入
り
は
禁
物
で
す
」
（
二
九
歳
、
坑
内
、
そ
の
他
、
小
拳
校
一
年
中
港
、
在
勤
年
数
六
年
）
な
ど
の
備
考
欄
の
陳
越
が
相
当
数
認
め
ら
れ
る
。

嫌
悪
す
る
宗
教
の
有
無

宗
教
的
な
態
度
に
は
友
好
的
た
も
の
と
、
敵
対
的
た
も
の
が
考
え
ら
れ
る
。
嫌
悪
す
る
宗
教
が
存
在
す
る
と
い
う
と
と
も
、
宗
教
的
な

一
五
九
名
中
の
九
九

緊
張
献
態
D
存
在
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
第

xa表
に
よ
れ
ば
？
嫌
い
な
宗
教
と
し
℃
天
理
教
を
掲
げ
る
者
が
、

勢

弓

名
（
六
二
%
）
を
占
め
て
い
る
。
ま
た
甚
だ
漠
然
と
し
た
呼
称
で
あ
る
が
、
戦
後
の
新
興
宗
教
一
般
と
し
℃
い
る
者
が
二
八
名
（
一
八
%
）

＊
＊
ネ

を
占
め
る
。
そ
む
中
に
は
踊
る
宗
敬
、
爾
光
晴
峠
の
宗
教
た
ど
が
含
め
ら
れ
乞
い
る
。
更
に
日
蓮
宗
（
法
華
宗
と
書
い
究
者
を
含
め
る
）
危
．

＊
＊
＊
＊
 

ど
が
あ
り
、
そ
の
他
む
欄
に
は
、
悌
敬
、
現
在
の
日
本
の
宗
教
た
ど
の
概
括
的
危
呼
称
を
掲
げ
た
も
の
を
含
ん
で

h
る
。
こ
の
よ
う
に
ネ

ガ
テ
イ
ヴ
注
意
味
に
せ
よ
好
悪
の
対
象
と
た
つ
℃
い
る
と
い
う
と
と
は
、
反
商
そ
の
宗
教
が
活
発
な
活
動
を
営
ん
で
い
る
乙
と
を
物
語
る

も
の
で
あ
ら
う
。

＊ 

緩
い
な
理
由
と
し
て
、
「
金
を
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
信
者
を
食
う
。
」
（
五
十
歳
、
坑
外
夫
、
木
工
、
中
等
学
校
卒
、
在
勤
年
数
十
四
年
）
と
か
、
「
幹

部
の
財
産
蓄
積
の
た
め
に
、
金
銭
を
牟
強
制
的
に
枚
め
さ
せ
る
。
近
所
に
そ
ん
な
、
例
が
あ
る
。
」
（
四
五
歳
、
坑
M

灯
、
技
術
職
員
、
中
等
学
校
一
件
、
在
勤

＊ 
＊ 年

数
十
二
年
）
な
ど
の
、
財
産
寄
附
を
強
要
さ
れ
る
の
で
嫁
い
だ
と
す
る
も
の
が
そ
の
大
部
分
を
占
め
る
。

そ
の
連
曲
と
し
て
、
「
何
故
か
虫
が
好
か
ぬ
。
な
ん
と
な
く
h
v

っ
と
も
な
い
。
」
（
三
九
歳
、
坑
M

灯
、
職
員
、
中
等
学
校
卒
、
在
勤
年
数
十
七
年
）
、

‘ ，，ー. ' 

と
か
「
ば
か
げ
て
い
る
。
ほ
と
ん
ど
イ
ン
チ
キ
で
、
品
同
業
主
義
に
走
り
す
ぎ
る
。
」
（
一
云
一
歳
、
坑
M

灯
、
雑
夫
、
中
等
学
校
卒
、
在
勤
年
数
十
五
年
）
な

ど
、
草
唱
し
｛
感
情
的
な
も
の
が
多
い
。

＊
＊
＊
 

そ
の
理
局
と
し
て
、
「
朝
か
ら
晩
ま
で
太
鼓
を
叩
い
て
う
る
さ
く
て
仕
様
が
な
い
。
童
閉
経
ろ
う
と
し
て
も
縫
れ
な
い
と

l
i炭
坑
は
三
交
替



制
で
議
夜
共
に
作
業
を
す
る
の
で
、
強
聞
に
懸
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
者
も
い
る

l
l（
三
五
歳
、
坑
内
、
期
進
、
高
位
甲
小
学
校
卒
、

い
っ
た
も
の
が
殆
ん
ど
で
あ
る
。

在
勤
年
数
十
七
年
）
と

. ' 、

＊
＊
＊
＊
 

「
終
戦
の
混
乱
期
に
、
私
財
を
守
る
こ
と
に
汲
々
と
し
て
、
精
神
的
に
も
物
質
的
に
も
大
衆
を
救
済
し
よ
う
と
し
な
か

づ
た
。
」
（
働
敬
）
（
三
二
歳
、
坑
内
、
職
員
、
中
等
学
校
卒
、
在
勤
年
数
十
三
年
）
と
か
、
「
宗
敬
と
は
名
前
だ
け
で
、
府
四
侶
は
お
経
＆
上
げ
て
生
活
の

そ
の
理
由
と
し
て
、

糧
を
得
る
ζ

と
に
尊
心
こ
れ
努
め
る
一
穫
の
職
業
に
堕
し
て
い
る
。
」
（
＝
二
一
歳
、
坑
内
、
職
員
、
中
等
学
校
卒
、
在
勤
年
数
十
一
二
年
）
な
ど
が
あ
る
。

要

約

産
業
形
態
が
具
る
に
つ
れ
℃
宗
教
的
態
度
が
如
何
に
変
化
す
る
か
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
調
査
の
一
環
と
し
℃
、
筑
豊
茨
田
の
茨

坑
従
業
員
七
百
五
十
名
に
つ
い
℃
質
問
紙
法
に
よ
っ
℃
宗
敬
的
態
度
白
調
査
を
行
っ
た
。

と
の
調
査
の
結
果
か
ら
は
、
他
む
産
業
形
態
に
治
け
る
そ
れ
と
の
比
較
に
よ
っ
て
始
め
て
、
原
始
的
産
業
形
態
と
し
て
の
茨
坑
従
業
者

集
団
の
宗
教
的
特
質
を
明
ら
か
に
し
得
る
に
過
ぎ
な
い
が
、
い
ま
茨
坑
従
業
者
聞
に
治
け
る
そ
の
よ
う
た
傾
向
的
危
も
む
と
し
て
、
職
員

よ
り
も
鉱
員
、
坑
外
夫
よ
り
も
坑
内
夫
へ
と
、
そ
の
生
命
的
危
険
度
の
大
怒
る
職
種
程
、
従
業
員
の
宗
教
的
態
度
が
高
ま
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
が
で
き
る
。

〔
臨
聞
記
〕

に
古
野
が
発
表
し
た
。

本
調
査
は
昭
和
二
六
年
度
、
文
部
省
詩
学
研
究
費
の
補
助
を
受
け
て
な
き
れ
た
。
調
査
の
概
要
は
v

日
本
宗
教
事
会
、
第
十
一
一
同
学
術
大
会

調
査
の
・
笈
施
に
際
し
て
、
心
よ
〈
調
査
に
同
意
せ
ら
れ
積
極
的
に
・
協
力
し
て
頂
い
た
各
炭
坑
に
一
深
〈
感
謝
す
る
者
で
あ
る
。

炭
坑
従
業
員
の
宗
教
的
態
度

一
七
七

＠ 
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こ
れ
は
九
州
大
学
で
宗
教
の
調
査
に
つ
か
う
も
の
で
、
そ
の
他
の
目
的
に
つ
か
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
歩
な
き
ん
一
人
一
人
の
こ
と
が

問
題
な
の
で
は
な
く
、
炭
鉱
全
体
の
様
子
が
し
り
た
い
の
で
す
。
そ
れ
で
歩
な
吉
ん
の
名
前
は
書
い
て
頂
き
ま
せ
ん
が
、
で
き
る
だ
け
長
突

V亡
、
正
直
に

書
い
て
下
さ
い
。
つ
ぎ
の
枠
の
中
に
も
れ
な
く
記
入
し
て
下
さ
い
。

表
鉱
名
：

才〕~
勝、懸

性
別

：
男

女
｜

年
令

〔
満

＼
 

郡市一郡市

町村一町村

訴
を

ご
平

種
を

丸
印

で
か

こ
ん

職
員

坑
内

，
坑

外
事

務
技

術
鉱

員
坑

内
議

：
惣

♂
進

、
坑

外
鎮

：
室

長
：

較

あ
な
た
が
最
後
に
卒
業
し
た
学
校

i; を
丸
印
で
か
こ
ん
で
下
き
い
：
．
尋
常
小
学
校
高
等
小
学
校
青
年
学
校
中
等
学
校
高
職
大
学
そ
の
他
~
韮

る
な
た
が
茨
鉱
に
働
く
よ
ろ
に
た
っ
て
か
ら
の
年
数
〔

〕
年
〕
：
そ
の
前
に
し
℃
い
た
仕
事
（
職
業
）

0
名
〔

※
つ

ぎ
の

聞
に

答
え

て
下

古
い

。
右

傾
IJ
l'Cハ

イ
イ
、
エ
と
書
い
て
あ
る
も
の
に
は
そ
の
ど
ち
ら
か
に
丸
Ep
を
、
ま
た
〔

は
そ
の
答
を
は
づ
き
り
と
わ
か
り
や
す
〈
書
入
れ
て
下
吉
ぃ
。

1
 あ

な
た
の
父
の
宗
旨
は
何
で
す
か
、
も
じ
亡
な
っ
て
い
ら
れ
で
も
生
前
の
こ
と
を
書
い
て
下
さ
い
ン

2
 
あ
な
た
の
父
は
そ
の
ね
つ
し
ん
な
信
者
で
し
た
か

3
 
あ
な
た
の
母
の
宗
旨
は
何
で
し
た
か
も
し
亡
な
っ
て
い
ら
れ
て
も
生
前
の
こ
と
を
書
い
て
下
さ
い

4
 
あ
な
た
の
母
は
そ
の
ね
つ
し
ん
な
信
者
で
し
た
か

5
 
あ
な
た
自
身
の
宗
旨
は
何
で
す
か

6
 
あ
な
た
は
そ
の
宗
教
の
ね
つ
し
ん
な
信
者
で
で
す
か

〕
と
し
て
あ
る
も
の
に

[
 

コ
ハ
イ

ィ
、
ェ

仁
コ

ノ、ィ
ィ
、
ェ

C
 

ー〕

ハ
イ

ィ
、
ェ



7
 あ

な
た
が
そ
の
宗
教
の
ね
つ
し
ん
な
信
者
で
あ
る
な
ら
ば

;
 

あ
な
た
が
そ
れ
を
信
ん
ず
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
何
才
の
時
で
す
か

8
 
あ
な
た
が
そ
れ
を
信
ず
る
よ
う
に
な
っ
た
動
機
は

L病
気
：
幡
子
：
父
母
の
感
化
：
そ
の
他

9
 
あ
な
た
は
刺
緩
や
仰
援
が
あ
る
と
お
も
い
ま
す
か

lO 
あ
な
た
は
人
聞
に
は
魂
が
あ
っ
て
死
ん
で
も
魂
は
ほ
ろ
が
な
い
と
お
も
い
ま
す
か

、
11

あ
な
た
が
人
聞
に
は
魂
が
あ
る
と
お
も
っ
て
い
る
な
ら
ば
、
死
後
そ
の
魂
は
生
れ
か
わ
る
と
お
も
い
ま
す
か

12 
あ
！
な
た
の
家
に
は
紳
棚
が
あ
り
ま
す
か

13 
あ
な
た
の
家
に
は
俳
壇
が
あ
り
ま
す
か

1
4

紳
棚
や
仰
壇
の
他
に
聯
や
仰
を
ま
つ

L
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
か

15 
も
し
あ
わ
」
ま
そ
こ
を
何
と
呼
ん
で
い
ま
す
か

〔
〕

ま
つ

L
で
あ
る
場
所

そ
の
御
神
体
は
何
ん
で
す
か

，
 

神
体
の
名

16 
あ
な
た
や
家
族
の
も
の
が
重
い
病
気
な
ど
し
た
と
き
医
者
の
外
に
祈
ト
ウ
師
な
ど
に
た
の
ん
だ
こ
と
が
あ
り
ま
す
か

17 
も
し
あ
る
な
ら
ば
何
と
い
う
新
ト
ウ
師
（
ど
ん
な
脚
に
ー
っ
か
え
る
）
で
し
た
か

18 
あ
な
た
は
祈
ト
ウ
師
が
必
要
と
お
も
い
ま
す

19 
あ
な
た
に
は
な
に
か
特
に
擦
な
宗
教
が
あ
り
ま
す
か

2
0
 
も
し
あ
れ
ば
そ
れ
は
何
で
す
か

〔

備
考

：
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